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研究成果の概要（和文）：本研究は、建築家カルロ・スカルパの設計した建築作品を対象に、3Dレーザースキャ
ナーを用いた高精度の点群データの収集により空間構成の調査を行ったものである。これら調査により、スカル
パのデザインの根幹的手法である、フレーミングによって鑑賞者に視点を与える「絵画的手法」（ある視点と構
図において空間を平面的なシーンとして還元するような操作）についての基礎的知見を得ることができた。特
に、彫像も含めた空間要素を3Dモデル化することにより、これまでのアイレベルからの視点に加えた、俯瞰的な
視点を提供することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the spatial composition of architect Carlo Scarpa's 
architectural works by collecting high-precision point cloud data using a 3D laser scanner. Through 
these investigations, we were able to obtain basic knowledge about the “pictorial technique” (a 
manipulation that reduces a space to a flat scene from a certain viewpoint and composition), which 
is the fundamental method of Scarpa's design and gives viewers a point of view through framing. In 
particular, by creating a 3D model of spatial elements, including statues, it became possible to 
provide a bird's-eye view in addition to the conventional eye-level perspective.

研究分野： 建築設計

キーワード： 3Dモデル　ICT技術　カルロ・スカルパ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は近年技術的進化の著しい3DレーザースキャナーのICT技術を用いて空間の視覚情報を定量的に記述・分
析するところにある。スカルパの作品の大半は既存の建物の幾度もの改修ゆえに複雑な空間であり、そうした不
定形の形状の連続する空間や繊細なディテールの実測や再現が従来の手作業による実測調査では難しかったもの
を、3Dレーザースキャナーによる高精度の点群データの収集により、より正確な空間把握を行っている。本研究
では、これまでの既往の定性的な指摘事項を参照としながら、より具体的な視覚的表現を以って、空間的特徴を
指摘することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 建築意匠分野において、近年建築作品を歴史的形成過程や建築家の言説から空間把握や空間
構成を明らかにしようとする研究が成果を上げてきているそれらは歴史的資料や書籍等を活用
し、現地での実測調査などによって建築作品を分析している。 
 本研究では、これらの手法を参考としつつ、さらに 3D 計測や全周パノラマ画像など ICT 技
術によって空間把握をみる点に特色がある。本研究の対象である建築家カルロ・スカルパの設計
した建築作品は、鑑賞者自身が多くのシーンを結びつけながら体感する空間、シークエンシャル
な多視点が連続していく空間が特徴である。 
 従来建築空間を分析する際、主に設計者による設計意図の把握や空間構成の類型化に主眼に
置いたものが多く、また観察者の視点では心理評価アンケートなどによる主観申告による印象
や計画的な視点のものがほとんどあった。それは、観察者から空間を評価するのは個人差が大き
く、また表現するにも専門的な知識が必要なことが一つの要因であると考える。観察者の視点か
らより客観的に建築を見直せば、これまで見過ごされていた建築空間の新たな魅力を構築でき
ると考えられ得る。そこで、本研究ではまず写真測量を用いた 3D モデリングを元にスカルパの
「絵画的手法」を定性的に分析し、さらに全周パノラマ画像を用いて視覚情報を定量化すること
で「絵画的手法」という観点から建築空間のシークエンス評価を行い、建築空間認識および評価
の構造を明らかにするための手がかり、基礎的知見を得ることを目的とする。 
 既往研究では魚眼レンズを用いたシークエンス評価手法があるが、観察者の撮影する向きに
より方向性が発生するという問題があるため、全周パノラマ画像を用いることで恣意性を無く
し、視覚情報を定量的に記述することが可能になる。このシークエンシャルなスカルパの建築作
品を ICT 技術を用いて三次元的にいかに記述するか、という点が本研究の学術的「問い」であ
る。   
 
２．研究の目的 
 本研究は、建築家カルロ・スカルパの設計した建築作品を対象に、写真測量を用いた 3D モデ
リングによる空間構成の調査を行い、さらに全周パノラマ画像を用いてスカルパのデザインの
根幹的手法である、フレーミングによって鑑賞者に視点を与える「絵画的手法」を明らかにする
ものである。「絵画的手法」とは、三次元の空間に絵画的なシーンを構築する、すなわち、ある
視点と構図において空間を平面的なシーンとして還元するような操作と定義することができる
が、スカルパはそのような絵画的手法を連続して用いることでシークエンシャルな多視点が連
続していく空間をつくりだしているところに特徴がある。 
 本研究の多くの特徴は、スカルパの作品の大半は既存の建物の幾度もの改修ゆえに複雑な空
間であり、そうした不定形の形状の連続する空間や繊細なディテールの実測や再現が従来の手
作業による実測調査では難しかったものを、3D レーザースキャナーによる高精度の点群データ
から 3D モデリングを作成し、より正確な空間把握を行うとともに、近年技術的な進化の著しい
全周パノラマ画像を用いて空間の視覚情報を定量的に記述・分析するところにある。 
 
３．研究の方法 
 代表的な創造的修復の建築作品《カステルヴェッキオ美術館》を対象に、現地に赴いて調査し、
3D レーザースキャナーによる高精度の点群データを取得する。写真測量によって空間を三次元
形状に復元できることになり、よりリアルな空間把握が可能となる。特にスカルパの美術館にお
いて空間的に重要な役割を果たす「彫塑」を 3D モデル化することで、「開口」・「彫塑」が一体
となって視線の連鎖をつくり出している構成を明らかにし、スカルパの「絵画的手法」を定性的
に分析する。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、建築家カルロ・スカルパの設計した建築作品を対象に、3D レーザースキャナーを
用いた高精度の点群データの収集により空間構成の調査を行ったものである。イタリア・ヴェロ
ーナにある《カステルヴェッキオ美術館》の現地に赴き、美術館全体の約 1/5 の面積である彫刻
ギャラリー全体の 3D モデル化を行った（図 1）。スカルパの作品の大半は既存の建物の幾度も
の改修ゆえに複雑な空間であり、そうした不定形の形状の連続する空間や繊細なディテールの
実測や再現が従来の手作業による実測調査では難しかったものを、3D レーザースキャナーによ
る高精度の点群データの収集により、より正確な空間把握を行っている。 
 特に、彫像も含めた空間要素を 3D モデル化することにより、これまでのアイレベルからの視
点に加えた、俯瞰的な視点を提供することが可能となった（図 2）。そのことにより、例えば彫
刻ギャラリー・展示室 2 に一見バラバラに配置されているかのように見える彫塑群は、その彫
像自身が視線をもつことで、複数の彫塑同士が視線の関係性によって実に巧妙に配置されてい



 

 

ることが分かる。あたかも彫塑群が視線によって個人的な会話をしているような動的な関係性
により、追従性を生み出す視線の運動を生み出しているのである。本研究では、これまでの既往
の定性的な指摘事項を参照としながら、より具体的な視覚的表現を以って、空間的特徴を指摘す
ることができた。 
 

 
 
 

 
 
 
 

図 1 彫刻ギャラリー全体の 3D モデル 

図 2 彫像も含めた空間要素の 3D モデル 
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